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私たちが求めてきた政策の進捗は？
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・１５歳から１８歳まで 対象拡大！

・一方で、窓口での自己負担 ５００円/回（月1000円上限）は残る

・６月議会 市長の答弁「適正な受診を促すため」

完全無償化すると、「医療機関の負担の増大」

「市販薬の購入に変えて病院を受診する」

「ジェネリックではなくて高価な薬品の要望が出る」

「３日間でよいのに10日分出してくれとなる」など例示を答弁
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2027年１月から



・市販薬で済むかどうかは医師に診てもらわないとわからない

・広田「医師会などから医療現場の負担が増えるなどの声があるのか」
と根拠を質問

→市長「把握していない」※石川県で金沢市以外の市町は完全無償化している

・しかも、市長は「適正な受診」はこれまで言って来なかった

※自民党の薬剤師の議員も、市長の「適正受診」に賛同

の考えを議場で示す
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適正な受診と言うが、



市長選の公約
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公約違反では？
とお声が寄せられる

村山市長のホームページより



・これまでも市民のみなさんとともに着実に拡充させてきた

・石川県からの補助も来年度から12歳までに引きあがる

・あと、２億８千万円で完全無償化可能

・金沢市の財政規模なら問題ない

引き続きがんばります !
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学校給食無償化がはじまりました！

・４月から小学校で開始されています！

広田

・中学校給食も検討しているか。

市長

・「2027年度の実施を目途に検討を進める」
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広田

・全国で620の自治体が制度化しており、白山市ではいよいよ来年度から

・金沢市の今後の計画は？

市長

・全国市長会を通じて国に対して制度の創設を要望している

・一方で、中核市において徐々に補助制度を設ける自治体が増えてきている

・補助制度を設ける市町への支援に向けた石川県の動向も注視しながら

検討してまいりたい
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小中学校体育館のエアコンが設置決定！

・９月議会で１８６億円の予算が確保された

・小中学校７８校、金沢市工高、ほか避難所 計８７施設

・R９年度から３年間の工事、16年間の維持管理費

・PFI方式には注意が必要



気候市民会議の設置を求めました！

•現在、金沢市では地球温暖化対策実行計画の改定が進められている。

・９月議会で幅広い市民が参加し学びながら議論する

「気候市民会議」の設置を求めました。

市長

「市民との共同の重要性、非常に感じていた。参考のご意見として

伺がう。」
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気候変動の影響があらわに！

・地球温暖化の進行に伴い、世界各地で異常気象が増加

・先日のネパールでヒマラヤの氷河に関連した可能性のある土石流、ヨーロッパ

では熱波、日本でも千葉や北陸、東海などで警戒レベル5の大雨が発生

・世界には、地球温暖化対策として、パリ協定で掲げられた気温上昇を1.5度に

抑える目標がある

・2024年には単年で1.55度の上昇が観測された・・

いま、私たち人類が英知を結集し、気温上昇を食い止められるのか、

そしてどう対策をとるのかが問われています
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エアコンの設置補助制度の創設を！

広田

熱中症の搬送も「エアコンなし・つけてない」が２/３。

この猛暑では、もはや贅沢品ではなく、市民の命を守る最低限の設備。富山市

や福井市でも始まっており、制度の創設を求める。

市長

効果的な支援のあり方、市民間の公平性などを考慮する必要があり、現時点で

は考えてないが、富山市・福井市を含め、他都市の動向は注視していきたい。
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避難所の環境整備を！

•エアコンは設置されることになったが、TKB４８はほど遠い

•市の備蓄がそろうのも５年後・・ ※最大避難者想定１４万４千人
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１１月が防災庁が発足し
ますが、
概算要求額は６５１億円
とわずか・・



一方で、

大型開発が進められようとしている
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金沢市の都市再生緊急整備地域

・金沢駅東地域を、

都市再生緊急整備地域に指定

・金沢駅周辺区域は、特に

高さ規制や容積率の制限をなく

せる

※現在は、高さ６０ｍ（２０階建て）まで

※日航は規制前に建て１３０ｍ
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都市再生緊急整備事業とは？

・特別措置法によって高さ制限や容積率を緩和、税の優遇措置が受けられることで民間の投資を促進するもの

・政府は「国全体の成長をけん引する大都市について、官民が連携して市街地整備を推進し、海外から企業・人

達を呼び込むような魅力ある都市拠点を形成する」として、都市再生特別措置法が制定され、「都市再生緊急整

備地域」というものを指定して民間の開発を促し、地方にも拡大

要するに、人口減などの影響で民間の需要が見込めず、国や自治体が補助金を投じたうえで開発を促すという、

開発関係に関わる大手業者のための事業

・あくまで民間の提案によるもので、金沢市が主体的にまちづくりができないことや、伝統的まちなみ、景観な

ども守れるのかという懸念や、大手企業に多額の税金が投入されるなど多くの課題を抱えている

・そして、日本は失われた30年であり、このような制度があっても成長していない・・・
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当初は大都市を対象にしていましたが、地方都市へ拡大してきました。
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大企業・大手不動産会

社への税制優遇措置は、

2012年から2021年の

10年間で約763億円に

のぼる。
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金沢市のさまざまな支援
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金沢駅前旧都ホテル跡地は１６０ｍ（38階建て）
の計画が浮上

・所有者は、近鉄不動産

・１６０ｍ・地上３８階、総工費４００億？

・上層フロアに高級ホテル？

・中層フロアに富裕層向けマンション？

・下層フロアに公共施設？市や県でいくら負担！？

22村山市長のホームページより



金沢市は景観を守ってきた

・１９６８年（昭和４３年）
全国の自治体において最初の景観条例
「金沢市伝統環境保存条例」が制定

・現在は
「金沢市における美しい景観のまちづくりに関する条例」

(目的)

第1条 この条例は、本市における美しい景観のまちづくりについて、基本理念を定め、
並びに市、市民及び事業者の責務を明らかにするとともに、景観法(平成16年法律第110号。
以下「法」という。)の規定に基づく施策その他の美しい景観のまちづくりに関する施策の基本と
なる事項等を定めて美しい景観のまちづくりを総合的に推進することにより、本市の個性と魅力を
磨き高め、後代に継承することを目的とする。
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景観都市宣言

(平成4年3月23日議決）

美しい自然、歴史的なまちなみや伝統（でんとう）文化をまもり、

個性ゆたかで魅力的（みりょくてき）なまちにするために、さらに、

金沢らしい景観を作っていく努力をすることを宣言します。
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都市計画法で高度地区を設定しているのに・・

・駅前は高さ60ｍまでであり、

その規制自体は変わらない

・しかし特別措置法はその規制を

除外できる法律

「法律を盾に先人の教えや

歴史をねじまげて行う手法」

と言える
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・高さというのは見た目の問題だけでなく、収益の最大化に関わるもの

・マンションなど売れるスペースを積み上げるほど、収益の出る開発になる＝だから高さが必要

・そうした民間の乱開発を防ぐことができるのは行政しかいない

・行政が経済界に飲み込まれると無法地帯になる

広田

「これまで受け継いできたまちづくりを継承するため、守るべきものは守るよう求めますがどうか」

市長

「どうしてもビルの高さが話題になるが、何より大切なことは開発の中身だ」

開発の中身＝高さ
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さいごは石川県が決定する→



武蔵が辻A地区市街地再開発事業

・エムザなど、建物権利者たちの事業

・まちづくりということで市街地再開発法によって補助金が出せる

・基本設計等に７億３千万円の支援費だが、全体は１２億円

・１２億円×３/４ そのうち国が１/２、県市で１/４ずつ

・次は実施設計費、工事費と補助が続く

・結局はマンションとホテルが主体に
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日本銀行跡地は４５億８千万円で市が購入
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日本銀行跡地の活用でまちなかに市民が来てほしい？

・まずは２１世紀美術館の仮移転に使用

（２０２７年５月から２０２８年３月）

※およそ８億円かけて改修

・当初は、消防法上、地下金庫室の公開は

難しいとしていたが、県や経済界からの

意見で改修して公開することになったが、

一部にとどまる

・２１美が元の位置に戻ったあとは、

さらなる開発も狙われている。
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地下金庫室も公開！

のはずが、

建築基準法や消防法により

線のところまでしか入れない。。
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さらに！広坂合同庁舎跡にアリーナ？！

・７月１８日の県民フォーラム「金沢都心 再起動～このままでいいのか、金沢のど真ん中～」開催

・主催は株式会社「地域未来創造」、北國新聞赤羽ホールで開催

・岡田直樹参院議員、小森卓郎衆院議員も参加

・山野知事と村山市長は、金沢中心部に多機能ホール整備構想に賛同する意向を示した。

・国の金沢広坂合同庁舎の移転を想定し、その跡地が適地との認識で一致。

・実現に向けて官民で協議会を設立することを確認した。→ 10/22報道 「金沢都心再生会議」

事務局は「地域未来創造」に

９月議会で村山市長の発言

「この多機能ホールの構想については、県民フォーラムの中で提案があったものであり、今後は官民連

携でのまちづくりの協議体が設置され、その中で多機能ホールの実現の可能性や、都心の新たな賑わい

の創出に向けた仕組みなどについて、官民一体となって継続的に議論されていくものである。私として

は、本市のまちづくりという観点から、大きな関心を寄せております。」

市民・議会
不在で決めないで！
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市はこれらの開発について
まちなかの賑わい創出のためと言いますが・・



市民から

「まちなかは十分観光客で賑わってるじゃないか
金沢市はなにがしたいのか」

市長
「市民に来てほしい。学生さんにも来てほしい」

シンポジストたち
「日銀跡地がそのきっかけになるように
開発したいね」
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そもそも、まちなかに市民がいなくなったのは・・

・車社会をすすめ、道路を張り巡らしてきた

・大型ショッピングモールの進出は、「大規模小売店舗法」
の規制緩和によって進められた

※日米協議による規制緩和

・金沢大学の郊外への移転でまちなかに学生はいなくなった

・しかも、これまでの開発のツケが残っている

※40年前開始の駅前から武蔵の開発
５億6,000万円分の床が残り、維持管理費などで4200万円の税金を投入
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課題をそのままにして、ただ開発というのでは成功しない

そもそも大手の民間投資さえ呼び込めばよい利権構造なのか？

・そこに市民の税金を投じる意義はない。

・開発予算があるなら市民のくらしに直接支援を！

・地元企業を支援し地域でお金がまわるまちづくり

に見直しを！

ホテルや
マンション
ばかり

37
市民に「開発幻想」を抱かせないで！
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もうかって金沢市の税収が増えればいいのではないか？

・新幹線が通りホテルも増え観光客も増えたが、市税収入がそれで増えたと

いう根拠はない

・ホテルの多くは本社は金沢になく、税収効果が薄い

・開発には税金がつぎ込まれているのに、税収は外へ、高級マンションは投資で

買われ人が住まない。

・金沢市がもうかるのではなく、不動産・開発業者・投資家がもうかるだけでは？

寄せられた声



わたしたちは公共事業を否定してはいない

同じ公共事業をするなら

老朽化した市営住宅、小中学校の建て替え、
除雪、道路の修繕 など

が必要だが整備計画すらない・・

・こうした地元密着の規模の公共施設なら地元業者がやれる

・市民のくらしのためになる
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市営住宅のあり方検討会がはじまっています
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市の直営を続け、環境を改善してほしい

高齢者が多くなっている。
入居要件を見直し若い世帯も入れるように！

お風呂完備は４割だけ！
入浴できて、エレベータもある施設に！



市民合意のない事業
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１～４号館のみ移転 ５・６号館は残す
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利用者や現場の声も聴かずして、建物の配置だけで移転計画を進
めることはあってはならない

・教育プラザは、学校教育センター、こども相談センター、幼児
教育センターの３つの部署が密接に連携しており、１～６号館は
一体のもの

・老朽化といっても４号館以外は耐震化もされており、これより
古い学校などもまだ市内には残っている

・４号館の耐震化を現地で進められないか、全体の建て替えが必
要なのか再度検討しつつ、ご利用者や現場の方の声をまずは聴く
べき
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文化スポーツ施設利用料金どうなる？

・市は、維持管理費の増加を背景に料金について検討する

・しかし文化施設については、博物館法において入館料等に関する無料の原則がある

・採算ベースや受益者負担の視点からの料金設定はふさわしくない

・金沢市スポーツ文化推進条例では、「市は、スポーツ文化を推進するための施策を総合的

かつ計画的に策定する」「市民や事業者、スポーツ関係団体の意見を十分反映させる」

とあり、施設利用料だけを取り上げて検討することもふさわしくない

・今後、庁内のワーキングチームでの調査・検討や行政経営プラン推進委員会からの

意見聴取を行い進めるとしているが、市民に開かれた審議形態ではない

・市民や誰もが身近に文化やスポーツに親しみ、その発展に寄与できてこそ公立施設の存在意義がある

市が示したのは
姫路城、松江歴史館
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文科省が率先して「稼ぐ力」を求めている

・文科省が今年２月２７日に発表した「第６期中期目標」

・「国費のみに頼らない財政構造へのシフトを目指す」とし

・国立の博物館や美術館について、国からの運営費交付金や施設整備費補助金などが

収入の６割以上を占める状況を「改善」し、自己収入を確保することを課題とした

・展示にかかる費用のうち入場料などの自己収入の割合を、将来的に１００％にすることを目指し、

・２０２９年度に４０％を下回った館は「社会的に求められている役割を十分に果たせていない」

として再編の対象にすることまで明記した

・収入確保に向けて、入場料の値上げや、国内来場者と外国人観光客との入場料に差をつける

「二重価格」の導入も求めている

東京国立博物館、
京都国立博物館、
奈良国立博物館は
４月から値上げ
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連節バスで公共交通よくなるのか？

・北鉄バスが２台購入する２億７千万円のうち、１億4360万円
を市が支援
※１台１億3500万円ほど ※ふつうのバスは１台2500万円

・市は、輸送力が高くバス運転士不足対策の一助にもなるとす
る

・ただ、バスの再編や郊外に増えるのかなどは未定

・購入費や維持管理費、運転士の育成、さらには冬場の安全性

など、導入前に十分検証すべきだがされていない

・運転手の処遇改善やコミュニティ交通に予算を使うべきで
は？
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新潟の連節バスを視察に行ってきました。

・2015年に４台購入して12年経ったが、バスの集約で乗り換えなど
が発生し市民から不評。

・新しいバスが購入できず、10/29時点では３/４台が故障中。

・輸送力がアップしたという実感
は得られていないよう。

・ただ、購入前に実証実験を行う
など、金沢よりは準備している。
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水道料金の引き上げが検討されています。
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水道料金

・月５７０円引き上げの提案

・数年後にさらなる引き上げも

30年ぶりだから仕方がないとは言えません。

市民生活に直結しますし、

県水の問題もあり、見直しを求めます！
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県水問題

・県水受水契約を昭和54年11月に交わした

・翌年度から10年間で19万5千トンの県水を受け入れることに

・あまりにも膨大な契約水量であることから、この間8回の変更

※受水単価の引き下げ2回、責任水量の引き下げ1回、

協定水量の段階的な引き上げの凍結を6回

・責任水量制について、当初契約水量の7割 → 現在6割

・しかし、金沢市は自己水ですべてまかなえるのに６割が県水

・年間の県水受水費は24億5472万円、県に支払っている ※県水は自己水の３倍
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金沢方式について
まちづくりミーティング
でも声あがる



仕組みのご説明
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金沢方式について

公民館、児童館、老人憩いの家
の施設整備等が該当
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金沢方式について

消防分団の施設整備やポンプ車購入が該当

59



金沢方式の地元負担の主な問題点

・戦後から続いてしまった遺物

・地元負担に法律や条例の根拠がない

・公共施設の維持・運営は税金で行うべき

・違法である寄附の強制割り当て ※地方財政法

・地域の分断を招いている

・資材、人件費高騰で先延ばし
60



除雪について



・金沢市の除雪路線は市道の４割にとどまるため、これまで何度も

拡充を求めてきた

・市長は「金沢は戦災にあってないから他都市と比較できない」

「委託業者掘り起こしに努めている」「GPSで除雪作業の迅速化と

効率化を図っている」とし、姿勢が遅れています。

※除雪車が入れない道路は８０㎞（3.6％）

・しかし、道路法において市道の管理者として除雪も含めて道路を

良好に保つ義務を本市は負っている
62



なぜ他の自治体はできてい
るのか。
福井市へ行き、詳細を聞い
てきました！
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福井市の除雪率をあげるためにさまざまな取り組み

・職員体制は全庁あげて

・市を７つのブロックにわけて采配

・除雪機械の購入支援や貸し出し

・委託費は待機費も出る

・公園１００か所以上を雪捨て場

・市民の土地を雪捨て場で提供すれば補助

・日中通行止めもして除雪

・交差点など市内１００か所で排雪作業

・県との連携や除雪業者間の連携

・自治会が行う路線は予め決めておりどんな作業形態でも協力金が出る

・ホームページで除雪路線や除雪の進捗状況をわかりやすく公表 64



とはいえ、みなさんと取り組み拡充もしてきました！

・除雪路線は徐々に延長

・１次、２次路線の出動基準が15cm→10㎝に改善

・2023年度は３次路線の出動基準が60㎝→30㎝に改善

・地域除排雪活動費補助の拡充が進んだ。

補助割合 ２/３→３/４ 限 度 額 50万円→70万円

対象期間 雪害対策本部設置期間→設置前数日間を追加

どの除雪業者ができるかどうか表示

・除雪後の時間を県HPで公開
65

引き続き
がんばります！
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福岡県議会の海外視察が話題になって
いますが・・

67



68

金沢市議会は４年間で４３３０万円（R５～８年度の予算）

辞退

蘇州・大連→向こうからお断り

イルクーツク→情勢的に行けない

にもかかわらず、

替わりに全州へ行くことに・・

目的が異なるのだから中止すべきと

申し入れしました。



69

しかし、実施されました。
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そんな予算があるなら
傍聴の方の駐車場料金を無料に！

・２時間で４５０円 ６時間では１６５０円

・中核市では８４％の自治体が減免制度あり ※おにぎりの会調べ

・市政への市民参加のために料金の無料は必要不可欠です

・予算も年４回の議会で３０万円ほど



71

９月議会の意見書・請願・陳情の結果一部

何度も
陳情が出て
います。



市民のための、市政・市議会にするために
がんばります！
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